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(57)【要約】
　チャネル状態情報フィードバックのための方法および
装置が提供される。一態様では、要求に応答してチャネ
ル状態情報を送信するように２つ以上の局に求める、２
つ以上の局に対する要求が送信される。２つ以上の局の
各々からチャネル状態情報が受信される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局
に求める要求を、アクセスポイントから前記２つ以上の局に通信することと、
　前記アクセスポイントにおいて、前記２つ以上の局の各々から前記ＣＳＩを受信するこ
とと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＣＳＩを前記受信することが、前記ＣＳＩを、多ユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ）送信、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）送信、および直交周波数分割多重化（ＯＦ
ＤＭＡ）のうちの少なくとも１つまたは複数に従って受信することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＩを前記受信することが、前記ＣＳＩを、前記２つ以上の局の各々から、互い
に同じ持続時間を有するアップリンク送信を介して受信することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＳＩを前記受信することが、前記ＣＳＩを、前記要求のデータフィールドの中で
伝達される情報に基づいて受信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記要求の前記通信が、チャネル推定のためのトレーニング系列を含むメッセージを送
信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記要求の前記通信が、前記要求を前記アクセスポイントから個別に前記２つ以上の局
の各々に同時に送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記要求を通信することが、
　第２のメッセージの送信を示す第１のメッセージを送信することと、前記第１のメッセ
ージが、前記第２のメッセージを前記２つ以上の局が受信した後の前記特定の時間におい
て同時に前記ＣＳＩを送信するように前記２つ以上の局に要求する、
　前記第２のメッセージを前記２つ以上の局に送信することと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のメッセージが、ヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを備える、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のメッセージが、トレーニングメッセージまたはヌルデータパケットを備える
、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記特定の時間が、前記要求の前記通信の終わりの後、短フレーム間空間（ＳＩＦＳ）
時間で生じる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記送信の終わりの後、短フレーム間空間
（ＳＩＦＳ）時間で生じる、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記要求の前記通信が、ヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを送信するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ヌルデータパケットアナウンスメントメッセージが、前記ＣＳＩを送信するための
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アップリンク送信のタイプを示すサウンディングダイアログトークンフィールドを備える
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　アップリンク送信のタイプが、多ユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信、および
周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）送信のうちの少なくとも１つを備える、請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記要求の前記通信が、修正されたヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを
送信することを備え、前記修正されたヌルデータパケットアナウンスメントメッセージが
、局（ＳＴＡ）情報フィールドを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＳＴＡ情報フィールドが、前記２つ以上の局のうちの局が前記修正されたヌルデー
タパケットアナウンスメントに前記特定の時間において応答すべきかどうかを示すデータ
ビットを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＳＴＡ情報フィールドが、前記ＣＳＩを通信するためのアップリンク送信のタイプ
を示すデータフィールドを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　アップリンク送信の前記タイプが、多ユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信、お
よび周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）送信のうちの少なくとも１つを備える、請求項１７
に記載の方法。
【請求項１９】
　前記要求の前記通信が、クリアツートランスミット（ＣＴＸ）メッセージを送信するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＣＴＸメッセージが、前記ＣＴＸメッセージがサウンディングアナウンスメントＣ
ＴＸフレームを含むことを示すフレーム制御（ＦＣ）フィールドを備える、請求項１９に
記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＣＴＸメッセージが、制御（ＣＴＲＬ）フィールドを備え、前記ＣＴＲＬフィール
ドが、前記ＣＴＸメッセージがサウンディングアナウンスメントＣＴＸフレームを含むこ
とを示す、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＣＴＸメッセージが、サウンディングシーケンス番号またはサウンディングトーク
ンフィールドを備え、前記サウンディングシーケンス番号または前記サウンディングトー
クンフィールドが、前記受信されたＣＳＩが前記要求に対応していることを示す、請求項
１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＣＴＸメッセージが、局（ＳＴＡ）情報フィールドを備え、前記ＳＴＡ情報フィー
ルドが、前記ＳＴＡが前記ＣＴＸメッセージに前記特定の時間において応答すべきかどう
かを示すデータビットを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＣＴＸメッセージが、前記ＣＳＩを送信するためのアップリンク送信のタイプを示
す許可される送信モードフィールドを備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　アップリンク送信のタイプが、多ユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）送信、および
周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）送信のうちの少なくとも１つを備える、請求項２４に記
載の方法。
【請求項２６】
　前記ＣＳＩを受信することに応答して、肯定応答フレームを送信することをさらに備え
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る、請求項１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記肯定応答フレームの前記送信が、マルチキャスト肯定応答フレームまたはブロック
肯定応答フレームを送信することを備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記肯定応答フレームの前記送信が、肯定応答フレームを個別に前記２つ以上の局の各
々に同時に送信することを備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局
に求める要求を、前記２つ以上の局に送信するように構成される送信機と、
　前記２つ以上の局の各々から前記ＣＳＩを受信するように構成される受信機と
を備える、装置。
【請求項３０】
　前記送信機がさらに、
　第２のメッセージの送信を示す第１のメッセージを送信し、前記第１のメッセージが、
前記第２のメッセージを前記２つ以上の局が受信した後の前記特定の時間において同時に
前記ＣＳＩを送信するように前記２つ以上の局に要求する、
　前記第２のメッセージを前記２つ以上の局に送信する
ように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記送信機がさらに、ヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを送信すること
によって、前記要求を送信するように構成され、前記ヌルデータパケットアナウンスメン
トメッセージが、前記ＣＳＩのためのアップリンク送信のタイプを示すサウンディングダ
イアログトークンフィールドを含む、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　前記送信機がさらに、修正されたヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを送
信することによって、前記要求を送信するように構成され、前記修正されたヌルデータパ
ケットアナウンスメントが、局（ＳＴＡ）情報フィールドを含む、請求項２９に記載の装
置。
【請求項３３】
　前記修正されたヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを生成するように構成
されるプロセッサをさらに備え、前記ＳＴＡ情報フィールドが、ＳＴＡが前記修正された
ヌルデータパケットアナウンスメントに前記特定の時間において応答すべきかどうかを示
すデータビットを備える、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記修正されたヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを生成するように構成
されるプロセッサをさらに備え、前記ＳＴＡ情報フィールドが、前記ＣＳＩを送信するた
めのアップリンク送信のタイプを示すデータフィールドを備える、請求項３２に記載の装
置。
【請求項３５】
　前記送信機がさらに、クリアツートランスミット（ＣＴＸ）メッセージを送信すること
によって、前記要求を送信するように構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３６】
　前記ＣＴＸメッセージを生成するように構成されるプロセッサをさらに備え、前記ＣＴ
Ｘメッセージが、フレーム制御（ＦＣ）フィールドまたは制御（ＣＴＲＬ）フィールドを
備え、前記ＦＣフィールドまたはＣＴＲＬフィールドが、前記ＣＴＸメッセージがサウン
ディングアナウンスメントＣＴＸフレームであることを示す、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記ＣＴＸメッセージを生成するように構成されるプロセッサをさらに備え、前記ＣＴ
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Ｘメッセージが、サウンディングシーケンス番号またはサウンディングトークンフィール
ドを備え、前記サウンディングシーケンス番号または前記サウンディングトークンフィー
ルドが、前記受信されたＣＳＩが前記要求に対応していることを示す、請求項３５に記載
の装置。
【請求項３８】
　前記ＣＴＸメッセージを生成するように構成されるプロセッサをさらに備え、前記ＣＴ
Ｘメッセージが、局（ＳＴＡ）情報フィールドを備え、前記ＳＴＡ情報フィールドが、前
記ＳＴＡが前記ＣＴＸメッセージに前記特定の時間において応答すべきかどうかを示すデ
ータビットを含む、請求項３５に記載の装置。
【請求項３９】
　前記ＣＴＸメッセージを生成するように構成されるプロセッサをさらに備え、前記ＣＴ
Ｘメッセージが、前記ＣＳＩのためのアップリンク送信のタイプを示す許可される送信モ
ードフィールドを備える、請求項３５に記載の装置。
【請求項４０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局
に求める要求を、前記２つ以上の局に送信するための手段と、
　前記２つ以上の局の各々から前記ＣＳＩを受信するための手段と
を備える、装置。
【請求項４１】
　前記要求を送信するための前記手段が、
　第２のメッセージの送信を示す第１のメッセージを送信するための手段と、前記第１の
メッセージが、前記第２のメッセージを前記２つ以上の局が受信した後の前記特定の時間
において同時に前記ＣＳＩを送信するように前記２つ以上の局に要求する、
　前記２つ以上の局が前記ＣＳＩを送信すべきであることを示す第２のメッセージを送信
するための手段と
を備える、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記要求を送信するための前記手段が、前記ＣＳＩのためのアップリンク送信のタイプ
を示すサウンディングダイアログトークンフィールドを備えた、ヌルデータパケットアナ
ウンスメントメッセージを送信するための手段を備える、請求項４０に記載の装置。
【請求項４３】
　前記要求を送信するための前記手段が、修正されたヌルデータパケットアナウンスメン
トメッセージを送信するための手段を備え、前記修正されたヌルデータパケットアナウン
スメントメッセージが、局（ＳＴＡ）情報フィールドを含み、前記ＳＴＡ情報フィールド
が、前記２つ以上の局のうちの局が前記修正されたヌルデータパケットアナウンスメント
メッセージに前記特定の時間において応答すべきかどうかを示すデータビットを含む、請
求項４０に記載の装置。
【請求項４４】
　前記要求を送信するための前記手段が、クリアツートランスミット（ＣＴＸ）メッセー
ジを送信するための手段を備え、前記ＣＴＸメッセージが、フレーム制御（ＦＣ）フィー
ルドまたは制御（ＣＴＲＬ）フィールドを備え、前記ＣＴＲＬフィールドの前記ＦＣフィ
ールドが、前記ＣＴＸメッセージがサウンディングアナウンスメントＣＴＸフレームであ
ることを示す、請求項４０に記載の装置。
【請求項４５】
　実行されると、プロセッサに、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局
に求める要求を、前記２つ以上の局に送信し、
　前記２つ以上の局の各々から前記ＣＳＩを受信する
方法を実行させる命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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【請求項４６】
　前記要求を送信することが、
　第２のメッセージの送信を示し、前記第２のメッセージの前記送信を前記２つ以上の局
が受信した後の前記特定の時間において同時に前記ＣＳＩを送信するように前記２つ以上
の局に要求する、第１のメッセージを送信することと、
　前記第２のメッセージを送信することと
を備える、請求項４５に記載の媒体。
【請求項４７】
　前記要求を送信することが、ヌルデータパケットアナウンスメントメッセージを送信す
ることを備え、前記ヌルデータパケットアナウンスメントメッセージが、前記ＣＳＩを送
信するためのアップリンク送信のタイプを示すサウンディングダイアログトークンフィー
ルドを含む、請求項４５に記載の媒体。
【請求項４８】
　前記要求を送信することが、クリアツートランスミット（ＣＴＸ）メッセージを送信す
ることを備え、前記ＣＴＸメッセージが、フレーム制御（ＦＣ）フィールドまたは制御（
ＣＴＲＬ）フィールドを含み、前記ＦＣフィールドまたはＣＴＲＬフィールドが、前記Ｃ
ＴＸメッセージがサウンディングアナウンスメントＣＴＸフレームであることを示す、請
求項４５に記載の媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、チ
ャネル状態情報フィードバックのための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、いくつかの対話している空間的に離隔されたデバ
イスの間でメッセージを交換するために、通信ネットワークが使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークはそれぞれ、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と呼ば
れ得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するた
めに使用されるスイッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）
、送信のために用いられる物理媒体のタイプ（たとえば、有線対ワイヤレス）、および使
用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯ
ＮＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）によって異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的な接続性を必要とするとき、またはネットワークアーキテクチャが固定されたトポロジ
ーではなくアドホックなトポロジーで形成されている場合にしばしば好適である。ワイヤ
レスネットワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用
する非誘導伝搬モードにおいて、無形の物理媒体を用いる。ワイヤレスネットワークは、
有利なことに、固定式の有線ネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速な現場展
開とを容易にする。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信システムに要求される帯域幅の要件の増大という問題に対処する
ために、高いデータスループットを達成しながら、複数のユーザ端末がチャネルリソース
を共有することによって単一のアクセスポイントと通信することを可能にするために、様
々な方式が開発されている。通信リソースが限られている場合、アクセスポイントと複数
の端末との間を通過するトラフィックの量を減らすことが望ましい。たとえば、複数の端
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末がチャネル状態情報フィードバックをアクセスポイントに送るとき、チャネル状態情報
のアップリンクを完了するために、トラフィックの量を最小限にすることが望ましい。し
たがって、複数の端末からのチャネル状態情報のアップリンクのための改善されたプロト
コルが必要である。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法、およびデバイスの様々な実装形態は
、各々がいくつかの態様を有し、それらのうちのいずれの単一の態様も、単独では本明細
書で説明される望ましい属性を担わない。添付の特許請求の範囲を限定することなく、い
くつかの顕著な特徴が本明細書で説明される。
【０００６】
　[0006]本明細書で説明される主題の１つまたは複数の実装形態の詳細は、添付の図面お
よび以下の説明において述べられている。他の特徴、態様、および利点は、説明、図面、
および特許請求の範囲から明らかになるであろう。以下の図面の相対的な寸法は、縮尺通
りに描かれていないこともあることに留意されたい。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様は、ワイヤレス通信の方法を提供する。方法は、チャネル状態情
報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局に求める要求を、
アクセスポイントから２つ以上の局に通信することを備える。方法はさらに、アクセスポ
イントにおいて、２つ以上の局の各々からチャネル状態情報を受信することを備える。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。チャネル状態情
報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局に求める要求を、
２つ以上の局に送信するように構成される送信機を備える装置。２つ以上の局の各々から
チャネル状態情報を受信するように構成される受信機をさらに備える装置。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。チャネル状態情
報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するように２つ以上の局に求める要求を、
２つ以上の局に送信するための手段を備える装置。２つ以上の局の各々からチャネル状態
情報を受信するための手段をさらに備える装置。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。実行されると
、プロセッサに、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を特定の時間において同時に送信するよう
に２つ以上の局に求める要求を、２つ以上の局に送信する方法を実行させる、命令を備え
る媒体。実行されると、プロセッサに、２つ以上の局の各々からチャネル状態情報を受信
する方法を実行させる、命令をさらに備える媒体。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]アクセスポイントとユーザ端末とを伴う多元接続多入力多出力（ＭＩＭＯ
）システムを示す図。
【図２】[0012]ＭＩＭＯシステムにおけるアクセスポイント１１０と２つのユーザ端末１
２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図。
【図３】[0013]ワイヤレス通信システム内で用いられ得るワイヤレスデバイスにおいて利
用され得る様々なコンポーネントを示す図。
【図４】[0014]チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックの例示的なフレーム交換の時
間図。
【図５】[0015]ＣＳＩフィードバックの別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図６】[0016]ＣＳＩフィードバックの別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図７Ａ】[0017]ヌルデータパケットアナウンスメント（ＮＤＰＡ）フレームの一実施形
態の図。
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【図７Ｂ】[0018]修正されたヌルデータパケットアナウンスメント（ＮＤＰＡ）フレーム
の一実施形態の図。
【図８】[0019]クリアツートランスミット（ＣＴＸ）フレームの一実施形態の図。
【図９】[0020]ＣＳＩフィードバックの別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図１０】[0021]ワイヤレス通信を提供するための例示的な方法の態様のフローチャート
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0022]新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、以下で添付の図面を参照し
てより完全に説明される。しかしながら、教示開示は、多くの異なる形態で具現化され得
るものであり、本開示全体にわたって提示されるいずれかの具体的な構造または機能に限
定されるものと解釈されるべきでない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的で完全
なものとなり、本開示の範囲を当業者に完全に伝えるように与えられる。本明細書の教示
に基づいて、本開示の範囲は、本発明の任意の他の態様とは無関係に実装されるか、本発
明の任意の他の態様と組み合わされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシス
テム、装置、および方法の任意の態様を包含することが意図されることを、当業者は理解
されたい。たとえば、本明細書で示される任意の数の態様を使用して、装置が実装されて
よく、または、方法が実践されてよい。加えて、本発明の範囲は、本明細書で述べられる
本発明の様々な態様に加えて、またはそれら以外に、他の構造、機能、または構造と機能
とを使用して実践される、装置または方法を包含することが意図されている。本明細書で
開示されるすべての態様が、ある請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得る
ことを理解されたい。
【００１３】
　[0023]特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多数の変形と置換とが、
本開示の範囲に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益と利点とが言及されるが、本開
示の範囲は、特定の利益、使用法、または目的に限定されることを意図されてはいない。
むしろ、本開示の態様は、その一部が例として図面および好ましい態様の以下の説明にお
いて示される、異なるワイヤレス技術と、システム構成と、ネットワークと、伝送プロト
コルとに幅広く適用可能であることが意図されている。詳細な説明と図面とは、限定的で
はなく、単に本開示の実例となるものであり、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲と
その等化物とによって定義される。
【００１４】
　[0024]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネットワーキングプ
ロトコルを用いて、隣接デバイスを一緒に相互接続するために使用され得る。本明細書で
説明される様々な態様は、ＷｉＦｉ（登録商標）、またはより一般的にはＩＥＥＥ　８０
２．１１群のワイヤレスプロトコルの任意の成員のような、任意の通信規格に適用され得
る。
【００１５】
　[0025]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、
直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum）通信、
ＯＦＤＭ通信とＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、高効率８０２．１
１プロトコルに従って送信され得る。高効率８０２．１１プロトコルの実装形態は、イン
ターネットアクセス、センサ、検針、スマートグリッドネットワーク、または他のワイヤ
レス用途に使用され得る。有利なことに、この特定のワイヤレスプロトコルを実装するい
くつかのデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも消費電
力が少ないことがあり、短い距離にわたってワイヤレス信号を送信するために使用される
ことがあり、および／または、人のような物体によって遮断される確率のより低い信号を
送信することが可能であり得る。
【００１６】
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　[0026]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
コンポーネントである様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すな
わちアクセスポイント（「ＡＰ」）と（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアント
とがあり得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのハブまたは基地局として機能し、ＳＴＡは、
ＷＬＡＮのユーザとして機能する。たとえば、ＳＴＡは、ラップトップコンピュータ、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話などであり得る。ある例では、ＳＴＡは、インターネッ
トまたは他のワイドエリアネットワークへの全般的な接続性を取得するために、ＷｉＦｉ
（たとえば、８０２．１１ａｈのようなＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレ
スリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用さ
れることもある。
【００１７】
　[0027]本明細書で説明される技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様
々なブロードバンドワイヤレス通信システムに使用され得る。そのような通信システムの
例は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）システムなどを含む。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデータを同時に
送信するのに、十分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシステムは、送信信号を異なる
タイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波数チャネルを共有
することを可能にでき、各タイムスロットは異なるユーザ端末に割り当てられる。ＴＤＭ
Ａシステムは、ＧＳＭ（登録商標）または当技術分野で知られている何らかの他の規格を
実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、これ
は、システム帯域幅全体を複数の直交サブキャリアへ区分する変調技法である。これらの
サブキャリアはまた、トーン、ビンなどとも呼ばれ得る。ＯＦＤＭでは、各サブキャリア
はデータとは独立に変調され得る。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１または当
技術分野で知られている何らかの他の規格を実装し得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、シ
ステム帯域幅にわたって分布するサブキャリア上で送信するためにインタリーブドＦＤＭ
Ａ（ＩＦＤＭＡ：interleaved FDMA）を、隣接するサブキャリアのブロック上で送信する
ためにローカライズドＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ：localized FDMA）を、または、隣接するサ
ブキャリアの複数のブロック上で送信するためにエンハンストＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ：en
hanced FDMA）を利用することができる。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数
領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送られる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、３ＧＰＰ
（登録商標）－ＬＴＥ（登録商標）（第３世代パートナーシッププロジェクトロングター
ムエボリューション）または他の規格を実装し得る。
【００１８】
　[0028]本明細書の教示は、種々の有線装置またはワイヤレス装置（たとえば、ノード）
に組み込まれ得る（たとえば、その装置内で実装されるか、またはその装置によって実行
され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレスノード
はアクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００１９】
　[0029]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ＮｏｄｅＢ、無線ネットワークコントローラ
（「ＲＮＣ」）、ｅＮｏｄｅＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地局装置（「Ｂ
ＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、送受信機機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線送受信機
、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ」）、無線基地局
（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装され
るか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００２０】
　[0030]局（「ＳＴＡ」）は、ユーザ端末、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入
者ユニット、移動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ
機器、もしくは他の何らかの用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、ま
たはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、アクセ



(10) JP 2016-540411 A 2016.12.22

10

20

30

40

50

ス端末は、携帯電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、
ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス
接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他の何ら
かの適切な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数
の態様は、電話（たとえば、携帯電話もしくはスマートフォン）、コンピュータ（たとえ
ば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューテ
ィングデバイス（たとえば、携帯情報端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば
、音楽デバイスもしくはビデオデバイスもしくは衛星ラジオ）、ゲームデバイスもしくは
ゲームシステム、全地球測位システムデバイス、または、ワイヤレス媒体を介して通信す
るように構成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれ得る。
【００２１】
　[0031]図１は、アクセスポイントとユーザ端末とを伴う多元接続多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システム１００を示す図である。簡単のために、図１にはただ１つのアクセスポイン
ト１１０が示される。アクセスポイントは一般に、ユーザ端末と通信する固定局であり、
基地局と呼ばれること、または何らかの他の用語を使用して呼ばれることもある。ユーザ
端末またはＳＴＡは、固定式でも移動式でもよく、移動局もしくワイヤレスデバイスと呼
ばれることもあり、または何らかの他の用語を使用して呼ばれることもある。アクセスポ
イント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で所与の瞬間において１つまたは複
数のユーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（すなわち、順方向リンク）はアクセ
スポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク（すなわち、逆方向リン
ク）はユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンクである。ユーザ端末はまた、別の
ユーザ端末とピアツーピアで通信し得る。システムコントローラ１３０は、アクセスポイ
ントに結合し、アクセスポイントの調整と制御とを行う。
【００２２】
　[0032]以下の開示の部分は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）を介して通信することが可
能なユーザ端末１２０について説明するが、いくつかの態様では、ユーザ端末１２０は、
ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末も含み得る。したがって、そのような態
様では、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ端末の両方と通信するよ
うに構成され得る。この手法は、都合のよいことに、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が適
宜に導入されることを可能にしながら、ＳＤＭＡをサポートしないより古いバージョンの
ユーザ端末（「レガシー」局）が企業に展開されたままであることを可能にして、それら
の有効寿命を延長することができる。
【００２３】
　[0033]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信のために
複数の送信アンテナと複数の受信アンテナとを用いる。アクセスポイント１１０は、Ｎap

個のアンテナを装備し、ダウンリンク送信では多入力（ＭＩ）を表し、アップリンク送信
では多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットは、ダウンリン
ク送信では多出力を集合的に表し、アップリンク送信では多入力を集合的に表す。純粋な
ＳＤＭＡでは、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが、何らかの手段に
よって、コード、周波数または時間で多重化されない場合、Ｎap≦Ｋ≦１であることが望
まれる。データシンボルストリームが、ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを伴う異なるコードチャ
ネル、ＯＦＤＭを伴うサブバンドの独立セットなどを使用して多重化され得る場合、Ｋは
Ｎapよりも大きくてよい。各々の選択されたユーザ端末は、ユーザ固有のデータをアクセ
スポイントに送信し、および／またはアクセスポイントからユーザ固有のデータを受信し
得る。一般に、各々の選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテナを装備し得る
（すなわち、Ｎut≧１）。Κ個の選択されたユーザ端末は同じ数のアンテナを有してよく
、または、１つまたは複数のユーザ端末は異なる数のアンテナを有してよい。
【００２４】
　[0034]ＳＤＭＡシステム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複
信（ＦＤＤ）システムであってよい。ＴＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリン
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クは同じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは
異なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために単一のキャ
リアまたは複数のキャリアを利用し得る。各ユーザ端末は、（たとえば、コストを抑える
ために）単一のアンテナを装備し、または（たとえば、追加のコストがサポートされ得る
場合）複数のアンテナを装備し得る。送信／受信を異なるタイムスロットに分割し、各タ
イムスロットが異なるユーザ端末１２０に割り当てられ得ることにより、ユーザ端末１２
０が同じ周波数チャネルを共有する場合、システム１００はＴＤＭＡシステムでもあり得
る。
【００２５】
　[0035]図２は、ＭＩＭＯシステム１００におけるアクセスポイント１１０と２つのユー
ザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセスポイント１１０はＮt個
のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐを装備する。ユーザ端末１２０ｍはＮut,m個のアンテナ
２５２ma～２５２muを装備し、ユーザ端末１２０ｘはＮut,x個のアンテナ２５２xa～２５
２xuを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティティであり
、アップリンクでは受信エンティティである。ユーザ端末１２０は、アップリンクでは送
信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書で使用され
る「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信することが可能な
独立動作型の装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレスチャネル
を介してデータを受信することが可能な独立動作型の装置またはデバイスである。以下の
説明では、下付き文字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、下付き文字「ｕｐ」はアップリン
クを示し、Ｎup個のユーザ端末がアップリンク上での同時送信のために選択され、Ｎdn個
のユーザ端末がダウンリンク上での同時送信のために選択される。ＮupはＮdnに等しくて
も等しくなくてもよく、ＮupおよびＮdnは静的な値であってよく、またはスケジューリン
グ間隔ごとに変化してよい。アクセスポイント１１０および／またはユーザ端末１２０に
おいてビームステアリングまたは何らかの他の空間処理技法が使用され得る。
【００２６】
　[0036]アップリンク上では、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０
において、ＴＸデータプロセッサ２８８が、データソース２８６からトラフィックデータ
を受信し、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８
は、ユーザ端末のために選択されたレートと関連付けられるコーディングおよび変調方式
に基づいて、ユーザ端末のためのトラフィックデータを処理し（たとえば、符号化し、イ
ンターリーブし、変調し）、データシンボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２
９０は、データシンボルストリームに対して空間処理を実行し、Ｎut,m個のアンテナに対
するＮut,m個の送信シンボルストリームを与える。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４
は、アップリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信し、
処理する（たとえば、アナログに変換し、増幅し、フィルタリングし、周波数アップコン
バートする）。Ｎut,m個の送信機ユニット２５４は、Ｎut,m個のアンテナ２５２からの送
信のために、たとえばアクセスポイント１１０に送信するために、Ｎut,m個のアップリン
ク信号を与える。
【００２７】
　[0037]アップリンク上での同時送信のために、Ｎup個のユーザ端末がスケジューリング
され得る。これらのユーザ端末の各々は、それのそれぞれのデータシンボルストリームに
対して空間処理を実行し、アップリンク上で送信シンボルストリームのそれのそれぞれの
セットをアクセスポイント１１０に送信し得る。
【００２８】
　[0038]アクセスポイント１１０において、Ｎup個のアンテナ２２４ａ～２２４apは、ア
ップリンク上で送信するすべてのＮup個のユーザ端末からアップリンク信号を受信する。
各アンテナ２２４は、受信された信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に
与える。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行された処理を補
足する処理を実行し、受信されたシンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッサ２４
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０は、Ｎup個の受信機ユニット２２２からのＮup個の受信されたシンボルストリームに対
して受信機空間処理を実行し、Ｎup個の復元されたアップリンクデータシンボルストリー
ムを与える。受信機空間処理は、チャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ：channel correlatio
n matrix inversion）、最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ：minimum mean square error）、
ソフト干渉消去（ＳＩＣ：soft interference cancellation）、または何らかの他の技法
に従って実行され得る。各々の復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、そ
れぞれのユーザ端末によって送信されたデータシンボルストリームの推定値である。ＲＸ
データプロセッサ２４２は、復号されたデータを得るために、そのストリームのために使
用されたレートに従って、各々の復元されたアップリンクデータシンボルストリームを処
理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）する。各ユーザ端末に対する復号
されたデータは、記憶のためにデータシンク２４４に与えられ、および／またはさらなる
処理のためにコントローラ２３０に与えられ得る。
【００２９】
　[0039]ダウンリンク上では、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ
２１０が、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮdn個のユーザ端末のためのト
ラフィックデータをデータソース２０８から受信し、コントローラ２３０から制御データ
を受信し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプ
のデータが異なるトランスポートチャネル上で送信され得る。ＴＸデータプロセッサ２１
０は、各ユーザ端末のために選択されたレートに基づいて、そのユーザ端末のためのトラ
フィックデータを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）する。ＴＸデ
ータプロセッサ２１０は、Ｎdn個のユーザ端末のためのＮdn個のダウンリンクデータシン
ボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎdn個のダウンリンクデータシ
ンボルストリームに対して（プリコーディングまたはビームフォーミングのような）空間
処理を実行し、Ｎup個のアンテナのためのＮup個の送信シンボルストリームを与える。各
送信機ユニット２２２は、ダウンリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボル
ストリームを受信して処理する。Ｎup個の送信機ユニット２２２は、Ｎup個のアンテナ２
２４からの送信のための、たとえばユーザ端末１２０に送信するための、Ｎup個のダウン
リンク信号を与え得る。
【００３０】
　[0040]各ユーザ端末１２０において、Ｎut,m個のアンテナ２５２は、アクセスポイント
１１０からＮup個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連する
アンテナ２５２からの受信された信号を処理し、受信されたシンボルストリームを与える
。ＲＸ空間プロセッサ２６０は、Ｎut,m個の受信機ユニット２５４からのＮut,m個の受信
されたシンボルストリームに対して受信機空間処理を実行し、ユーザ端末１２０のための
復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを与える。受信機空間処理は、ＣＣＭ
Ｉ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の技法に従って実行され得る。ＲＸデータプロセッサ２
７０は、ユーザ端末のための復号されたデータを取得するために、復元されたダウンリン
クデータシンボルストリームを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）
する。
【００３１】
　[0041]各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル
応答を推定し、チャネル利得推定値、ＳＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る、ダウンリ
ンクチャネル推定値を与える。同様に、チャネル推定器２２８は、アップリンクチャネル
応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を与える。各ユーザ端末のためのコントロー
ラ２８０は通常、ユーザ端末に対する空間フィルタ行列を、そのユーザ端末に対するダウ
ンリンクチャネル応答行列Ｈdn,mに基づいて導出する。コントローラ２３０は、アクセス
ポイントに対する空間フィルタ行列を、実効アップリンクチャネル応答行列Ｈup,effに基
づいて導出する。各ユーザ端末のためのコントローラ２８０は、フィードバック情報（た
とえば、ダウンリンクおよび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値
など）をアクセスポイント１１０に送り得る。コントローラ２３０およびコントローラ２
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８０はまた、それぞれ、アクセスポイント１１０およびユーザ端末１２０における様々な
処理ユニットの動作を制御し得る。
【００３２】
　[0042]図３は、ワイヤレス通信システム１００内で用いられ得るワイヤレスデバイス３
０２において利用され得る様々なコンポーネントを示す。ワイヤレスデバイス３０２は、
本明細書で説明される様々な方法を実施するように構成され得るデバイスの例である。ワ
イヤレスデバイス３０２は、アクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０を実装し得
る。
【００３３】
　[0043]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれること
もある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み
得るメモリ３０６は、命令とデータとをプロセッサ３０４に提供する。メモリ３０６の一
部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ３０４は、
メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算および算術演算を実行し
得る。メモリ３０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実施するように実行可能で
あり得る。
【００３４】
　[0044]プロセッサ３０４は、１つまたは複数のプロセッサにより実装された処理システ
ムを備えてよく、またはその処理システムのコンポーネントであってよい。１つまたは複
数のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブ
ル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェアコ
ンポーネント、専用ハードウェア有限状態機械、または情報の計算もしくは他の操作を実
行することができる任意の他の適切なエンティティの任意の組合せにより実装され得る。
【００３５】
　[0045]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体も含み得る。ソフ
トウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウ
ェア記述言語、または他の用語のいずれで呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプの命令
を意味するものとして広範に解釈されるべきである。命令は、（たとえば、ソースコード
フォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または任意
の他の適切なコードのフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行されると、処理システムに、本明細書で説明される様々な機能を実
行させる。
【００３６】
　[0046]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２と遠隔位置との間のデ
ータの送受信を可能にするための、送信機３１０と受信機３１２とを含み得る筐体３０８
も含み得る。送信機３１０および受信機３１２は、送受信機３１４に結合され得る。単一
または複数の送受信機アンテナ３１６は、筐体３０８に取り付けられ、送受信機３１４に
電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス３０２はまた、複数の送信機と、複数の受信
機と、複数の送受信機とを含み得る（図示せず）。
【００３７】
　[0047]ワイヤレスデバイス３０２は、送受信機３１４によって受信された信号のレベル
を検出して定量化するために使用され得る信号検出器３１８も含み得る。信号検出器３１
８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力スペクトル
密度、および他の信号のような信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス３０２は、信号の
処理に使用されるデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３２０も含み得る。
【００３８】
　[0048]ワイヤレスデバイス３０２の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電
力バスと、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る、バスシステム３２２によ
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って一緒に結合され得る。
【００３９】
　[0049]本開示のいくつかの態様は、複数のＳＴＡからＡＰへのアップリンク（ＵＬ）チ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）の送信をサポートする。いくつかの実施形態では、ＵＬ　ＣＳ
Ｉは、多ユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）システムにおいて送信され得る。代替的に、
ＵＬ　ＣＳＩは、多ユーザＦＤＭＡ（ＭＵ－ＦＤＭＡ）システム、多ユーザＯＦＤＭＡ（
ＭＵ－ＯＦＤＭＡ）システム、または同様のＦＤＭＡシステムにおいて送信され得る。具
体的には、図４～図６は、ＵＬ－ＦＤＭＡ送信に等しく適用される、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ送信４１０Ａと、４１０Ｂとを示す。これらの実施形態では、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送
信またはＵＬ－ＦＤＭＡ送信は、複数のＳＴＡからＡＰに同時に送られてよく、ワイヤレ
ス通信における効率性を生み出すことができる。
【００４０】
　[0050]いくつかの実施形態では、チャネル状態情報（ＣＳＩ）は、通信リンクの既知の
チャネル特性を備え得る。いくつかの態様では、ＣＳＩは、どのように信号が伝播し、た
とえば散乱と、フェージングと、距離に伴う電力減衰とが組み合わさった影響を表すかに
ついて、説明し得る。たとえば、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信では、ＣＳＩは、ビームフォーミン
グ行列、受信された信号の強度、および空間領域における干渉を軽減するためにアンテナ
の重み付けをすることを可能にする他の情報のうちの、１つまたは複数を備え得る。
【００４１】
　[0051]図４は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯプロトコルを使用した、ＡＰ１１０と複数のユー
ザ端末との間のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックのフレーム交換の例を示す時
間シーケンス図である。図４に示されるように、および図１に関連して、ＡＰ１１０は、
どのＳＴＡが所期の受信者であるかと、次に来るサウンディングフレームのフォーマット
とを示すサウンディングアナウンスメント（sounding announcement）フレーム４０１を
、ユーザ端末１２０に送信することができる。いくつかの実施形態では、サウンディング
アナウンスメントフレーム４０１は、受信者ユーザ端末１２０の一部またはすべてに、サ
ウンディングフレーム（図４に示されるヌルデータパケット（ＮＤＰ）４０５）の後に同
時に応答するように命令することもできる。サウンディングアナウンスメントフレーム４
０１はさらに、ユーザ端末に、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ、ＵＬ－ＦＤＭＡ、または両方の組
合せと、対応する送信用パラメータとを使用するように命令することができる。サウンデ
ィングアナウンスメントフレーム４０１とＮＤＰ４０５との間の時間は、短フレーム間空
間（ＳＩＦＳ：short interframe space）時間とすることができ、ＮＤＰ４０５とＣＳＩ
　ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａおよび４１０Ｂとの間のタイミングは、ＳＩＦＳ（
またはポイントフレーム間空間（ＰＩＦＳ：point interframe space））時間とすること
ができる。
【００４２】
　[0052]次いでＡＰ１１０は、サウンディングアナウンスメント４０１に続いてヌルデー
タパケット（ＮＤＰ）４０５フレームを送信し得る。ＮＤＰ４０５に応答して、ユーザ端
末１２０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を使用してＣＳＩをＡＰ１１０に送信し得る。図
４では、ＳＴＡ１がＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａを使用して、およびＳＴＡ２がＵ
Ｌ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ｂを使用して、ＣＳＩをＡＰ１１０に同時に送信している
。いくつかの実施形態では、同時送信が、同じ時間において、またはあるしきい値時間期
間内で行われ得る。サウンディングアナウンスメントフレーム４０１の中にリストされて
いるＳＴＡは、ＮＤＰ４０５フレームに基づいてチャネルを推定し、推定されたチャネル
の表現を、サウンディングフィードバック（ＣＳＩ　ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａ
および４１０Ｂ）パケットの中で送り得る。ＣＳＩ　ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａ
と４１０Ｂとを受信するとすぐに、ＡＰ１１０は、ＡＰ１１０からＳＴＡ１およびＳＴＡ
２の各々に至るチャネルについて知る。いくつかの実施形態では、ＡＰ１１０は、ＳＴＡ
１およびＳＴＡ２の各々からＣＳＩを同時に受信する。同時受信は、同じ時間において、
またはあるしきい値時間期間内で行われ得る。
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【００４３】
　[0053]図５は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯプロトコルを使用した、ＡＰ１１０と複数のユー
ザ端末との間のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックのフレーム交換の例を示す時
間シーケンス図である。一実施形態では、サウンディングアナウンスメントフレームが、
サウンディングフレームとしても使用され得る。図５に示されるように、サウンディング
アナウンスメントパケット４０２は、サウンディングアナウンスメントフレーム４０１と
、サウンディングアナウンスメントパケット４０２の終わりにロングトレーニングフィー
ルド（ＬＴＦ）４０４とを含む。この実施形態では、ＬＴＦ４０４（または類似のフィー
ルド）が、サウンディングフレームとして使用され得、ユーザ端末１２０は、サウンディ
ングアナウンスメントパケット４０２に応答して、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を使用して
ＣＳＩをＡＰ１１０に送信し得る。いくつかの実施形態では、ＬＴＦ４０４は、チャネル
推定のためのトレーニング系列を備え得る。他の態様では、ＬＴＦ４０４（または類似の
フィールド）は、サウンディングアナウンスメントパケット４０２のプリアンブルの中に
含まれ得る。
【００４４】
　[0054]いくつかの実施形態では、サウンディングアナウンスメントフレームが、データ
パケットと集約され得る。図６は、サウンディングアナウンスメントをＳＴＡデータメッ
セージ４０３および４０６内で送る例を示す時間シーケンス図である。図６のように、Ｓ
ＴＡデータメッセージ４０３および４０６のサウンディングアナウンスメント部分は、１
つのＳＴＡ（それぞれＳＴＡ１およびＳＴＡ２）に関する情報を含み、ＳＴＡ１は、メッ
セージ４０３と、その後に続くＮＤＰ４０５または他のサウンディングフレームとを受信
し、ＳＴＡ２は、メッセージ４０６と、その後に続くＮＤＰ４０５または他のサウンディ
ングフレームとを受信する。次いで、ＳＴＡ１は、ＣＳＩ　ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ（また
はＵＬ－ＦＤＭＡ）送信４１０Ａを開始し、ＳＴＡ２は、ＣＳＩ　ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ
（またはＵＬ－ＦＤＭＡ）送信４１０Ｂを開始する。いくつかの態様では、ＵＬ－ＭＵ－
ＭＩＭＯ（またはＵＬ－ＦＤＭＡ）送信４１０Ａおよび４１０Ｂの中のＣＳＩフィードバ
ックも、データパケットと集約され得る。いくつかの態様では、サウンディングアナウン
スメントによって示される物理層データユニット（ＰＰＤＵ：physical layer data unit
）持続時間が、ＰＰＤＵがＣＳＩの後に追加のバイトをホストすることができるほど十分
長い場合に、ＣＳＩがデータパケットと集約され得る。
【００４５】
　[0055]いくつかの態様では、（図４～図６に示される）サウンディングアナウンスメン
トフレームが、ヌルデータパケットアナウンスメント（ＮＤＰＡ）フレームを備え得る。
図７Ａは、ＮＤＰＡ構造の例の図である。この実施形態では、ＮＤＰＡフレーム７００が
、フレーム制御（ＦＣ）フィールド７０５と、持続時間フィールド７１０と、受信機アド
レス（ＲＡ）フィールド７１５と、送信機アドレス（ＴＡ）フィールド７２０と、サウン
ディングダイアログトークン（sounding dialog token）フィールド７２５と、ＳＴＡご
との情報（per STA information）（ｉｎｆｏ）フィールド７３０と、フレームチェック
シーケンス（ＦＣＳ）フィールド７５０とを含む。ＦＣフィールド７０５は、制御サブタ
イプまたは拡張サブタイプを示す。ＦＣフィールド７０５において、プロトコルバージョ
ン、タイプ、およびサブタイプは、８０２．１１ａｃ規格によって定義されているＮＤＰ
アナウンスメントフレームについて定義されたものと同じであってよい。この場合、ＮＤ
ＰＡフレーム７００が、本願において説明されたようにそれを使用するための修正された
フォーマットを有していることを示すために、ＦＣフィールド７０５、持続時間フィール
ド７１０、ＴＡフィールド７２０、ＲＡフィールド７１５、またはサウンディングダイア
ログトークンフィールド７２５のうちの１つの中の、１つまたは複数のビットが使用され
得る。代替的に、ＮＤＰＡフレーム７００が、本願において説明されたように使用するた
めの特定のフォーマットを有していることを示すために、新たなタイプおよび新たなサブ
タイプが使用されてもよい。いくつかの態様では、サウンディングダイアログトークンフ
ィールド７２５の中の２つの予約ビットが、ユーザ端末１２０がＮＤＰＡ７００に対する
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その応答を、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を介して送るべきか、ＵＬ－ＦＤＭＡ送信を介し
て送るべきか、それとも８０２．１１ａｃの振舞い（すなわち１つのＳＴＡがＣＳＩを直
ちに送り、他のＳＴＡは、ポーリングされるのを待つ）に従って送るべきかを示すために
使用され得る。
【００４６】
　[0056]持続時間フィールド７１０は、ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を設定す
ることを、ＮＤＰＡフレーム７００の任意の受信機に対して示す。ＲＡフィールド７１５
は、フレームの所期の受信者であるユーザ端末１２０（またはＳＴＡ）を示す。ＲＡフィ
ールド７１５は、ブロードキャストに設定されてよく、またはＳＴＡ情報フィールド７３
０～７４０の中にリストされたＳＴＡを含むマルチキャストグループに設定されてよい。
タイプまたはサブタイプが新たな値に設定された場合、宛先がブロードキャストであるこ
とをそのタイプ／サブタイプが暗黙的に示すので、ＲＡフィールド７１５は省略され得る
。ＴＡフィールド７２０は、送信機アドレスまたはＢＳＳＩＤを示す。サウンディングダ
イアログトークンフィールド７２５は、ＳＴＡに対する特定のサウンディングアナウンス
メントを示す。
【００４７】
　[0057]ＮＤＰＡフレーム７００が、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯを使用して応答が送られるべ
きであることを示す一実施形態では、ＳＴＡ情報フィールド７３０～７４０の中にリスト
されたＳＴＡが、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯを使用して応答し得る。この態様では、ストリー
ムの順序付けが、ＳＴＡ情報フィールド７３０～７４０と同じ順序付けに従ってよい。さ
らに、ＳＴＡの各々について割り振られるストリーム数、およびＳＴＡの各々についての
電力オフセットが、予め取り決められ得る。別の態様では、ＳＴＡごとに割り振られるス
トリーム数が、ＮＤＰによってサウンディングされるストリーム数に基づき得る。たとえ
ば、ＳＴＡごとのストリーム数は、サウンディングされるストリーム数を、リストされた
すべてのＳＴＡに利用可能なストリームの最大数で除算した商に等しくなり得る。
【００４８】
　[0058]ＮＤＰＡフレーム７００が、ＵＬ－ＦＤＭＡを使用して応答が送られるべきであ
ることを示す一実施形態では、ＳＴＡ情報フィールド７３０～７４０の中にリストされた
ＳＴＡが、ＵＬ－ＦＤＭＡを使用して応答し得る。この態様では、チャネルの順序が、Ｓ
ＴＡ情報フィールド７３０～７４０と同じ順序に従ってよい。さらに、ＳＴＡの各々につ
いて割り振られるチャネル数、およびＳＴＡの各々についての電力オフセットが、予め取
り決められ得る。別の態様では、ＳＴＡごとに割り振られるチャネル数が、ＮＤＰによっ
てサウンディングされるチャネル数に基づき得る。
【００４９】
　[0059]ＳＴＡ情報７３０フィールドは、特定のＳＴＡに関する情報を含み、情報のＳＴ
Ａごとの（ユーザ端末１２０ごとの）セットを含み得る（ＳＴＡ情報１　７３０とＳＴＡ
情報Ｎ　７４０とを参照されたい）。ＳＴＡ情報フィールド７３０は、ＳＴＡを特定する
割振り識別子（ＡＩＤ）フィールド７３２と、フィードバックタイプフィールド７３４と
、Ｎｃインデックスフィールド７３６とを含み得る。ＦＣＳフィールド７５０は、ＮＤＰ
Ａフレーム７００のエラー検出のために使用されるＦＣＳの値を搬送する。いくつかの態
様では、ＮＤＰＡフレーム７００は、ＰＰＤＵ持続時間フィールド（図示せず）も含み得
る。ＰＰＤＵ持続時間フィールドは、ユーザ端末１２０が送ることが許可される後続のＵ
Ｌ－ＭＵ－ＭＩＭＯ（またはＵＬ－ＦＤＭＡ）ＰＰＤＵの持続時間を示す。他の態様では
、ＰＰＤＵ持続時間は、ＡＰ１１０とユーザ端末１２０との間で予め合意され得る。いく
つかの実施形態では、ユーザ端末１２０が送ることが許可される応答の持続時間を計算す
るために持続時間フィールド７１０が使用される場合、ＰＰＤＵ持続時間フィールドは含
まれないことがある。
【００５０】
　[0060]いくつかの態様では、（図４～図６に示される）サウンディングアナウンスメン
トフレームが、修正されたヌルデータパケットアナウンスメント（ＮＤＰＡ）フレームを
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備え得る。図７Ｂは、修正されたＮＤＰＡ構造の例の図である。この実施形態では、ＲＡ
フィールド７１５が省略され得、ＳＴＡ情報フィールド７３０～７４０が新たなフィール
ドを含むために１または２バイトだけ拡張されていることを除き、ＮＤＰＡフレーム７０
１は、ＮＤＰＡフレーム７００と同じフィールドを含む。この実施形態では、ＳＴＡ情報
フィールド７６０～７７０が、ＳＴＡが（ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯシステムにおいて）使用
し得る空間ストリームの数を示す空間ストリームの数フィールド（Ｎｓｓ）フィールド７
３３と、ＳＴＡがトリガフレームの受信と比較して送信を調整すべきである時間を示す時
間調整フィールド７３５と、ＳＴＡが公表されている送信電力に対して行うべき電力バッ
クオフを示す電力調整フィールド７３７と、許可される送信モードを示す指示フィールド
７３８と、ＳＴＡが使用すべきＭＣＳ、またはＳＴＡが使用すべきバックオフを示すＭＣ
Ｓフィールド７３９とを含み得る。ＳＴＡ情報フィールド７３０は、ＳＴＡが直ちに応答
し得るか、それとも後にポーリングされるのを待ち得るかについての１ビットの指示を含
み得る。別の態様では、ＮＤＰＡ７００または７０１は、ある数のＳＴＡが直ちに応答す
べきであり、残りのＳＴＡは後にポーリングされるのを待つべきであることを示すフィー
ルドを含み得る。
【００５１】
　[0061]いくつかの態様では、ＮＤＰＡフレーム７００は、ＰＰＤＵ持続時間フィールド
（図示せず）も含み得る。ＰＰＤＵ持続時間フィールドは、ユーザ端末１２０が送ること
が許可される後続のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵの持続時間を示す。他の態様では、
ＰＰＤＵ持続時間は、ＡＰ１１０とユーザ端末１２０との間で予め合意され得る。いくつ
かの実施形態では、ユーザ端末１２０が送ることが許可される応答の持続時間の計算を可
能にする値を持続時間フィールド７１０が搬送する場合、ＰＰＤＵ持続時間フィールドは
含まれないことがある。
【００５２】
　[0062]いくつかの態様では、（図４～図６に示される）サウンディングアナウンスメン
トフレームが、クリアツートランスミット（ＣＴＸ：clear to transmit）フレームを備
え得る。図８は、ＣＴＸ構造の例の図である。この実施形態では、ＣＴＸフレーム８００
が、フレーム制御（ＦＣ）フィールド８０５と、持続時間フィールド８１０と、送信機ア
ドレス（ＴＡ）フィールド８１５と、制御（ＣＴＲＬ）フィールド８２０と、ＰＰＤＵ持
続時間フィールド８２５と、ＳＴＡ情報フィールド８３０と、フレームチェックシーケン
ス（ＦＣＳ）フィールド８５５とを含む。ＦＣフィールド８０５は、制御サブタイプまた
は拡張サブタイプを示す。持続時間フィールド８１０は、ネットワーク割振りベクトル（
ＮＡＶ）を設定することを、ＣＴＸフレーム８００の任意の受信機に対して示す。ＴＡフ
ィールド８１５は、送信機アドレスまたはＢＳＳＩＤを示す。ＣＴＲＬフィールド８２０
は、フレームの残りの部分のフォーマット（たとえば、ＳＴＡ情報フィールドの数および
ＳＴＡ情報フィールド内の任意のサブフィールドの存在または不在）に関する情報と、ユ
ーザ端末１２０に対するレート適合のための指示（たとえば、ＳＴＡが単一ユーザ（ＳＵ
）の送信において使用するであろうＭＣＳと比較して、どのようにＳＴＡがＭＣＳを低く
すべきかを示す数字、またはＳＵの送信におけるＭＣＳの計算と比較して、ＳＴＡがＵＬ
送信機会（ＴＸＯＰ）においてＭＣＳを計算する際に補償すべき信号対干渉雑音比（ＳＩ
ＮＲ）損失を示す数字）と、許可されるＴＩＤの指示と、ＣＴＳがＣＴＸフレーム８００
の直後に送られるべきであることの指示とを含み得る、一般的なフィールドである。ＣＴ
ＲＬフィールド８２０はまた、ＣＴＸフレーム８００がＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯのために使
用されているか、ＵＬ　ＦＤＭＡのために使用されているか、またはその両方のために使
用されているかを示し、Ｎｓｓまたはトーン割振りフィールドがＳＴＡ情報フィールド８
３０の中に存在するかどうかを示すことができる。代替的に、ＣＴＸがＵＬ　ＭＵ　ＭＩ
ＭＯのためのものかＵＬ　ＦＤＭＡのためのものかの指示は、サブタイプの値に基づき得
る。いくつかの態様では、ＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯおよびＵＬ　ＦＤＭＡの動作は、使用さ
れるべき空間ストリームと使用されるべきチャネルの両方をＳＴＡに対して指定すること
によって一緒に実行されてよく、この場合、両方のフィールドがＣＴＸの中に存在し、こ
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の場合、Ｎｓｓの指示は特定のトーンの割振りと呼ばれる。ＰＰＤＵ持続時間フィールド
８２５は、ユーザ端末１２０が送ることが許可される後続のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰ
ＤＵの持続時間を示す。ＳＴＡ情報フィールド８３０は、特定のＳＴＡに関する情報を含
み、情報のＳＴＡごとの（ユーザ端末１２０ごとの）セットを含み得る（ＳＴＡ情報１　
８３０とＳＴＡ情報Ｎ　８５０とを参照されたい）。ＳＴＡ情報フィールド８３０は、Ｓ
ＴＡを特定するＡＩＤまたはＭＡＣアドレスフィールド８３２と、ＳＴＡが（ＵＬ－ＭＵ
－ＭＩＭＯシステムにおいて）使用し得る空間ストリームの数を示す空間ストリームの数
フィールド（Ｎｓｓ）８３４フィールドと、ＳＴＡがトリガフレーム（この場合はＣＴＸ
）の受信と比較して送信を調整すべきである時間を示す時間調整フィールド８３６と、Ｓ
ＴＡが公表されている送信電力に対して行うべき電力バックオフを示す電力調整フィール
ド８３８と、ＳＴＡが（ＵＬ－ＦＤＭＡシステムにおいて）使用し得るトーンまたは周波
数を示すトーン割振りフィールド８４０と、許可される送信モードを示す許可される送信
（ＴＸ）モードフィールド８４２と、ＳＴＡが使用すべきＭＣＳを示すＭＣＳ８４４フィ
ールドとを含み得る。ＦＣＳ８５５フィールドは、ＣＴＸフレーム８００のエラー検出の
ために使用されるＦＣＳの値を搬送する。
【００５３】
　[0063]いくつかの実施形態では、ユーザ端末１２０が送ることが許可される応答の持続
時間の計算を可能にする値を、持続時間フィールド８１０が搬送する場合、ＰＰＤＵ持続
時間フィールド８２５は、ＣＴＸ８００フレームから省略され得る。他の実施形態では、
ＣＴＸ８００フレームが、ＳＴＡがその応答において、そのメッセージが同じＣＴＸ８０
０フレームに対する応答であることをＡＰ１１０に示すために使用し得る、サウンディン
グシーケンス番号またはトークン番号を含み得る。いくつかの態様では、ＳＴＡ情報フィ
ールド８３０が、ＳＴＡが直ちに応答し得るか、それとも後にポーリングされるのを待ち
得るかについての１ビットの指示を含み得る。いくつかの実施形態では、ＦＣフィールド
８０５またはＣＴＲＬフィールド８２０が、ＣＴＸ８００フレームがサウンディングアナ
ウンスメントＣＴＸフレームである（すなわち、ＣＴＸの後にサウンディングフレーム（
ＮＤＰ）が続き、ＣＴＸが複数のＳＴＡからの応答を要求する）ことを示し得る。
【００５４】
　[0064]別の実施形態では、複数のＳＴＡからの（ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ－Ｆ
ＤＭＡを介した）ＣＳＩの送信の後に、ＡＰ１１０からの肯定応答（ＡＣＫ）フレームが
続き得る。図９は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯプロトコルを使用した、ＡＰ１１０と複数のユ
ーザ端末との間のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックのフレーム交換の例と、そ
の後に続くブロック肯定応答（ＢＡ）フレーム９２５とを示す時間シーケンス図である。
肯定応答は、複数のＳＴＡのためのＡＣＫ指示を含む、マルチキャストＡＣＫフレーム（
ＢＡフレーム９２５）を使用して送られ得る。肯定応答はまた、各ＳＴＡにつき１つの、
複数のＡＣＫを使用して送られ得、それらは、ダウンリンク（ＤＬ）ＭＵ－ＭＩＭＯまた
はＤＬ　ＭＵ－ＦＤＭＡを使用して同じ時間に送られてよく、または順次送られてよい。
【００５５】
　[0065]肯定応答は、ＳＴＡによる要求時にのみ送られ得、ＳＴＡによる要求は、ＳＴＡ
によって、ＡＰ１１０に送られる管理フレームの中で通信され得る。代替的に、肯定応答
の要求は、ＣＳＩフレームによって示されてもよく、これは、ＡＣＫ要求を伴うアクショ
ンフレームとすることができる。いくつかの実施形態では、肯定応答は、ＣＳＩ送信ごと
にその後で送られ得る。いくつかの態様では、肯定応答はＡＰ１１０の判断で送られ得、
そのことが、（ビーコンのような）管理フレームの中で示され、またはサウンディングア
ナウンスメントフレーム４０１の中の１ビットを使用して示される。ＡＰ１１０が受信物
に応答してＡＣＫフレームを送り得るという指示はまた、各ＳＴＡ情報フィールドの中に
１ビットを含めることによって、ＳＴＡごとに指定され得る。
【００５６】
　[0066]図１０は、本明細書で説明されるいくつかの実施形態による、ワイヤレス通信の
ための例示的な方法１０００のフローチャートである。上で図４～図６に関して論じられ
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たように、方法１０００が他の適切なデバイスおよびシステムによって実装され得ること
を当業者は理解するだろう。
【００５７】
　[0067]動作ブロック１００５において、チャネル状態情報を特定の時間において送信す
るように２つ以上の局に求める要求が、２つ以上の局に通信される。動作ブロック１０１
０において、２つ以上の局の各々からチャネル状態情報が受信される。
【００５８】
　[0068]いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、図１０において説明
される方法１０００を実行することができる。いくつかの実施形態では、装置は、チャネ
ル状態情報を特定の時間において送信するように２つ以上の局に求める要求を、２つ以上
の局に送信するための手段を備える。装置はさらに、２つ以上の局の各々からチャネル状
態情報を受信するための手段を備え得る。
【００５９】
　[0069]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解するだろう。たとえば、上の説明全体を通じて言及され得るデータと
、命令と、コマンドと、情報と、信号と、ビットと、シンボルと、チップとが、電圧、電
流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せ
によって表され得る。
【００６０】
　[0070]本開示で説明される実装形態への様々な修正が当業者に容易に明らかであり得る
とともに、本明細書で定義される包括的な原理は、本開示の趣旨または範囲を逸脱するこ
となく、他の実装形態にも適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で示された実
装形態に限定されるものではなく、本明細書で開示される特許請求の範囲、原理および新
規の特徴に一致する、最も広い範囲を与られるべきである。「例示的」という単語は、本
明細書ではもっぱら「例、事例、または例示として機能すること」を意味するために使用
される。本明細書で「例示的」として説明されるいかなる実装形態も、必ずしも他の実装
形態よりも好ましいか、または有利であると解釈されるべきではない。
【００６１】
　[0071]別個の実装形態の文脈で本明細書で説明された特定の特徴はまた、単一の実装形
態において組合せで実装され得る。逆に、単一の実装形態の文脈で説明された様々な特徴
は、複数の実装形態において別々に、または任意の適切な部分的な組合せで実装され得る
。その上、特徴は、ある組合せで働くものとして上で説明され、初めにそのように請求さ
れることさえあるが、請求される組合せからの１つまたは複数の特徴は、場合によっては
その組合せから削除されてよく、請求される組合せは、部分的な組合せ、または部分的な
組合せの変形を対象とし得る。
【００６２】
　[0072]上で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアコンポーネントおよび
／もしくはソフトウェアコンポーネント、回路、ならびに／またはモジュールのような、
動作を実行することが可能な任意の適切な手段によって実行され得る。一般に、図に示さ
れた任意の動作は、その動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行さ
れ得る。
【００６３】
　[0073]本開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェアコンポーネント、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれ
らの任意の組合せにより、実装または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセ
ッサであり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。また、プロセッサは、コンピューテ
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ィングデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイ
クロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは
任意の他のそのような構成として実装され得る。
【００６４】
　[0074]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上に
記憶され得るか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読
媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータに
よってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－Ｒ
ＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気スト
レージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬
送もしくは記憶するために使用され得るとともにコンピュータによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続が、適切にコンピュータ可読媒体と呼ば
れる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ソフトウェアがウェブサイト、サーバまたは他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるデ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レー
ザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイ（登録商
標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様
では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば有形媒体）を
備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ
可読媒体（たとえば信号）を備え得る。上の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲の中
に含まれるべきである。
【００６５】
　[0075]本明細書に開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、
特許請求の範囲から逸脱することなく、互いに交換され得る。言い換えれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が明記されていない限り、特定のステップおよび／またはア
クションの順序および／または使用は、特許請求の範囲を逸脱することなく修正され得る
。
【００６６】
　[0076]さらに、本明細書で説明された方法と技法とを実行するためのモジュールおよび
／または他の適切な手段は、適用可能な場合、ユーザ端末および／または基地局によって
ダウンロードおよび／または他の方法で取得され得ることを理解されたい。たとえば、そ
のようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の転送を容易にす
るために、サーバに結合され得る。代替として、本明細書で説明された様々な方法は、ユ
ーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは提供すると様々
な方法を取得することができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパク
トディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体など）を介して提供
され得る。その上、本明細書で説明された方法と技法とをデバイスに提供するための任意
の他の適切な技法が利用され得る。
【００６７】
　[0077]上記は、本開示の態様を対象とするが、本開示の基本的な範囲を逸脱することな
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く、本開示の他の態様およびさらなる態様が考案されてよく、本開示の範囲は以下の特許
請求の範囲によって決定される。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７Ａ】
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【図７Ｂ】 【図８】

【図９】 【図１０】
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